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抄 録
50.固 骸 比 熱 の 低温 に於 け ζ低 下 を鐙
す る簡 單 な 雪懿
F7正1・、1插11er.%5菌齢a,419空91鶚州丁(置9・籔り9
周 崔批 熱 が仮 温 に於 て誠 少 す る4`は…火の康 な酬 〔
.た装 置 で 充 分 に 両 も可 成 り定 螢 的 た詔E明し得 δ.昌
ツ ケ'レの小 圓 飯(陳 さ5・nm.,徑16m遖1Lに鋼 一 コ ン ス
タ ン タン熱 電封 の第 一.・の 按 合 部 を差 し込 み,第 二 の
接 合部 は 小 圓板 の 稍 下方 にrl鐸リニ下 げ て 置 く,此 等 ・.
を堂 の鍍 鍛 して な い デ ユ ワ ー中 に 吊 し,外 部 か ら集1
光 け ズで 金 嚇.ヒ に弧 光 の 焦 點 を雀縦 せ る,齢1
・抄 ヤ・飾 礎 鰡 來・燃 なつて躰 縦 副
を宮てない時1:熱霊對.の兩楼合郁問1.こ温度差のない1
癖 を嚥 め て置 く.
光 を常 て る と 溢 度 上.yレカミ起 番・ この 温 匿上 壬1.は投
射 光の 蜈 さ及 び試 料 烈 瓦 駿 が一 建:であ オしば比 熟 に逆
比例 し7光 の投 射 呼 簡 に 第 一 近似 で 正 比例 す ゐ.試
料 を熱 電 對.の雨接 合 部 と共'.こ液甘豊空氣 中に 浸 し 暫 く
して 第 二 の 接 合 部 の み液 彊 窒 氣11.に歹韓して試 料 を演
Il`から引 ヒげ 直 ぐに光 を投 躬 ぜば 前 と異 つ た速 度 で
温 度.1、昇 が 起 ゐ一 こ の温 度 上.昇遮 度 の 欄 異 は比 熱 の
變 イヒ1.二よ る もの で あ る.埀碧一 コ ン λ タ ン タ ン熱 電 對
で は 室1鼠に 於 て10。Cの 温 度差 に對 しO.37旧Vの熱
で あ る事 が 分 る.正 碾 な値 は0、・怯0.駆,0.δ5であ リ,
か ㌔る簡 軍 な 装 置 と しては 良 き一教 と糞 へ る し,佝
ブ⊂きな試 料 とヲ己分鏡 敏 な電 施 計 を用r脳やレ`fもつ と良
く一 致 させ る事 は容 易 で あ る.又 上 表 か ら耐[ゴ盗 度
に於 け る異 る試料 の 比 熱 の 比 鮫 ボ 得 られ る..惆へ[:ビ
室温 に於 け る比黙 の比 は1(C")富1.40(Ni):0・26(【'h)
とな る.正 司iiな比 は 聰;1.16=0・34であ る・(醗代,
5L加 熱 線 及 び 壇 よ り放 出 せ ら れ る
イ オ 冫 の 性 質
B.1、,齟1織&G・K.Roilc脚 τ1,メo転 〃 ・
1うり'∫.,8,4」5州6(194〔り,
7從 來の正材 。放"陶 と伽回 オン.を囎 す鵬
レ ・脚 光糊 ひ・黼 ・繃 ・W蜥 ・び
恥meミ に よ る ものが あ ら.從 来認 め らオして ゐ た ナ ト
リウ ム及 び カ リウ亠の{才 ンの 夕卜1こ7イラ メ ン トの
材料 の イ 才 ンが放 出せ られ る こ とが 彼 等 に よつ て 確
●
定せ られ た.本 賀 嶮 に 於 て は.アル カ リイ オ ンの 強 さ'
吟墾.化及び 多 くの 驅 を加 熱 して 坐 ず る イオ ンの性 質
}
し
・顧 を示 し厂 飭 。9で は そ こ・がα翠,}・・Vに ナ ぎ列
い ・卿 ち…紺黒に於 け 番】Ol1盛は 一!艶OCに 於 け る3.δ
ll盛に 会爭しい ・試 料 を液 藍艶歴氣1Pか ら引 とげ れ ば既
に 光 を當 て な ぐて も.償か の 温 度 上昇 が あ る鑼で あ る
か ら これ を.線め渕 宛 して機 い て.繍正 す る,




使 用 した 装 蹤はH`,gnc島及 びLunnの もの と同















・す.・・働 ・一凱 。,於・,、臙 麟 眦1働 墨慶で皺 鋤熱.。、略輛1.,。 。期




一構 遲 の もの で あ 乙 ・
電 荷 とイ オ ン質f武の比 可mは 碓 場 を一定 に して イ
ず ンに働 ζ加 迚電 盤 を色 々熨 化 して ニ レク トロ メー
ター の振 れ の 最大 な る殿 よ リ決 愛 す る.こ の 貰搬 の
イォ ン電 流 の 分解 能 は 同位 元素 の 分離 に は 充分 で な
い が イ.オンの 性 質 の決 定 に は 適 需 してお る・
タン ゲ ス テ シ,タ ン タル.モ リブ デ ン を 此;犠金筍
の瀞 艫 よ り少 し低 い濃 度 位 に 加熱 す る と 正 イ.才ン
がflfられ る・ これ 等 の イ.オンは 悉 く一例 の 荷電 を持
ち,7イ ラ メン ト材料 金 蘭 の イ オ ン'二加1ふるに 力 屮
ウムpナ ト リウ亠 イオ ンが 見 斟 きれ た.可ζ金 麗 イ 渉
ン放 幽の 強 きは一 定 温 庚 に 於 て は ト・1一フ ィ ラ メン ト
に就 ては 一 宛 で あ る・
カ リウ ム,ナ1・ リウム イオ ン 電 流 は電 控糎を.働か せ
る と黛は1階悶 の紹 過 と丿鞍ζイ オ ンが 除去 せ ら彳しる の
で蓑 邉 して くる.
と の様三に 蓑 暹 した ブ イ ラ メン トを騾 をか けず に
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,
嚢 退 の速.度は 金腸 の 異 な るに從 つて 異 な る・ イオ ン
電 確 の齪 オ咽 一 に な る 探 な7イ ラ ・ ン トの 濃 度 を.
鐸iんで放ll鴇tが元 の 量 の牛 分 に な る時 陶 を測 定 す る
と.モリブデ ンで はlD分,タ ン タル は 眄分.タ ン グス
テ ン は1狛分 を要 ナ る.`ド減時 閥 「ユ篇 単 な方 法 で は解
桐li來な い,帥 ち放 田 斌 の爽 退 に 簡 耶 な 藩 度法llllに
從 は ない こ とが珂 る.恐 ら(衰 退 は7イ ラ メ ン1・表
面 よ リナ ト リウ ム,カ リウムが.出蓮 ナ爲 で あ ら う・
内.部か らの ア ル カ リ原.子の撥 散 ぱ 」卜滑 に 遲 い の で測
定 出 來6爬 イ オ ン電 流 を生 じな い.
.800q-mOO。健 で 白金 蛉 旋 上で 加熱 せ ら糾 た 啝 は,
アル ヵ リハ ライ ドで は.揃當 す るア ル カ リの 毘 イ オ ン
が放 出 す る.例 へ ば ナ トリウ ム、カ ウ リム及 び ル ビヂ
・・啝 働 ・・ノ… 融 ・内で蟲壷 鳶 眦 を
なす 樗ミな イ才 ン を生ず る.窄 グ ネ シ ゥム,ヵ ル シゥ
み,ス.ト ロンチ ウム・ バ リウム或 は 亜鉛 の ハ ライ ド
は 正 イオ ン を放 出 しない ・ 負 イ才 ンは 阿 れ の 麒 か ら
も放 川 ナ る ことiよない.e/mが 明 確 に得 られ・弓二 と
か ら この イ 才 ンが 凡 て 同 一電 黶 降.ドを継 て ゐ るこ と
が 殉 る.そ れ故 イオ ンが7イ ラ メン ト'こ於 て か或 は
ナ ぐb近(で生 成 す る こ とが 結 論 隅來 る・ この 棣 に し
て 白金の 仕事 函 敗 は非 常 に 高 い の で 畭 分 の電.チを収
り去 つ て 負 イ オ ン を生 成 す る檬 な 那 は全 然 な ヒ・.
(石川)
言鹿か ら單1茫時 間 「.こ11.1冴Eるイ 才ンの數 を・k「1る.




(2)(3)は1'eOの光化 學 的 分解 に於 て蜘 られ て あ
る・flgNOtは閻體 で 其 分解 は 吾 々の 實 驗 時 間:1鬮に
は無 観11量來 る とせ ば,反 廠 初!01と末 馴 の イ才 ン牧 斌
か ら.イ 才 ンNMhN,oの 分解 ・.dett-e,Sru…1の
得 た イ オ ン敦 錠 と比 較 し 碍 る鍛字 を算 出田 來 る・二
の拮 果は30ecで3.1.0,100。Cで3.訂とな る,イtン
r甼結 合一1二よ るイ 才 ン收 量 は 無f冠場 のff芋と4二飽 旬電 流
の晦 の イ オ ン牧 址 か ら 計 算 して分 る・ 飽 翻電流 の 畦 .
の イ 才 ン牧 量 ポ 増 ひ ら れな い の は,こ の時 荷 槻構 に
依 るN三〇 の 分解 が 「.i立つて 來 て イ オ ン牧 址 の異 常
」旨加 が 見 られ るか らで あ る.斯 か る結 果 は30。Cで
9.2%.1000Cで4.2%がイtン 再:結合 健構 で 起 る反
應 で あ る」ドを示 ナ.祈 澄 構 に ょるNtOの 分 解 とは 恐
ら く電 ア と分子 と ⑳ 街 突 に 丿駅 竜の で あ ら う・ エ ネ
ルギ ー的 に 見 て も色 々なNEOと 電 子 との 街突 に 上つ
ヒ
て起 る分 解 の 成 立 す る事 が 充 分椎 察lil來る..かくし




52.配 線 に依 るNgOの 分解 に 及 ぼす 電 場 の 影 響
A,D,K匸}駄幽rnbanan【lII.E懸じ民,!にご加 〃、
殉 ∫唖,S7450～4(1940).
SmiNandE黙蝋 は19391こア ンモ 轟アの 嘱 線 に.依
う.分解 の40%iよイォ ン再 耕 合 擾 溝 に よつ て 起 る事 を
發 表 した・ 其瞭 川ひ た方 法 は 金 縄 恢1町に 電 楊 を掛 げ
て イ才 ンの す べ て を.再耕 合 蔚 に ガ ス相 か ら除 き其 の
イ 才 ン吹 最 を電場}なき場 介 と」比較 した もので あ つ た.
か 、るか準 は イ才 ン化 を起 ナ 輻 射 の 仔在 に於 け る.化
學 反 應 を調 べ る際 イ才 ンil∫舗 合一に侠 る部 分の 簾 賑 と,
然 ら ぎ る部分 の反 感 とに 分 離 ナ る事 が 田來 て翌 睡 都
合 が 良い ・ 同 襟 な方 法でN20の ¢線 に依 る 分解 を
研 究 した・ 囲 筒形 反 應 管 の 溺堵 に ド1金懲 板 を置 き,
放 射 能 物 質 と して は メソ ト リウム を用ひ,腿 丿」は約
一 氣 雕で 反 應 させ 液 懺 聖 氣 でN尹 を凝 縮 さ せ た殘
リの 不凝 縮 ガ スの 壓 力か らイ 才 ン牧 招=を知 る.300C
り場 斜6,000V・1』賜 蹶 で 鮑 肩1付 ン電 流 が 得 ら
れ る しLOOOCの時 ぱ包000VoI酋で 足 る.こ の飽 翻二悲
55.工 手 ル基 の反雁
、v・J・鳶τ`,`bre&1.Ls,「r穐y】{馳r,∫σん8〃'・
ノ㌃}.7」.,8.甜6～403(亅94⑪)・
グ イ エチ ル 亜 鉛 及 び ダ イ エチ ル 水 銀 を石英 水銀 弧
燈 を用ひ て光 分 解 を行 つ た.
ダ イ ニ チ 形亜 蹐 は25熊H隅 を用ひ温 麗 は{50-26D9
の範 冏 で 」醗穎 した 、200柁の 水素 の 仔窪ナ る ときに
250。で 反 蠖 さす と生峻 拘 中 会短 の 艮%以下 の歳litの
メ タンが 生fる が 水素 を加 へ ぬ と メタ ンは 生 じないり
生 威 物 と して 価 温 に於 て エ タンと エチ レンが略 同
「一 量 出楽 る.エ チ レ ンは 菰 合 に よつ て 少 し盤 るこ と
もあ る・次 に水 素 とブ テ レンが 剛 」辷川來 る,他 に 宵
成 りの ブ タ ンが 生 ず る.爾 少 量 の.高級 炭 化水 索 恐 ら
(ヘ キサ ン・ 才 ク タ 呂 重 合 エチ レンc置 、Hgllを喰
ず る.
高温 に於 ては ブ タ ンの 割 介 は櫓 加 し,ヱ.タン、 エ
チ レンの址 は減 少 す る・水 素 は160。を過 ぎ 乙 とそ の







































の 劉 合 を墜 化 しな い・エ タンは 野00粍水 素 ¢》・rf;πの も
とで200ロ以 上 で は そ の牧.li辷を璽署 に吩 加 す る・
ダ イ晶 ヲー ル水 衄芝は壓 力25粍で 實 驗 す.るに 前 ま異 な
る黙 は水 素 の生 成:litが小 な る こ と.エ タン の 生成 最
が 大 な る駄 であ る、
温 度 の嶮 加 と」魯に ブ タ ン'辷成 量 が 少 し減 少 す る.が
エ ナ レン,プ テ レン,水 柔 は温 慶 に 瀰 せ ず 一定 で あ
る.エ タ ンは 少蚊 で あ るが 明確 に」曾加 す る.
光最 子 生成 寧 は 温 度 と共 に 扮 加 す る・ 水 素 を加 へ
る と分 解 泌 度 が 禰 加 す ると1,～Ill豹くρ琳凰にて は エ タ ン,
ブ タ ンを短 加 す る.盤500に於 て水 索 を700耗加 へ る
と生成 初 の90%は エ タ ンで あ るに 反 して う0耗の 時 は
4S%がエ タンで あ る.
デ イ エ チ ル水 織 の壓 力 を尉 加 しrllj時に光 の最 を渡
少 す る と.エタ ンの 収 址 が 榊.加し可 成1u高級 の 炭化 水
素 恐 ら く敵 合 工 チ レ ン を生 ず る.
舗0粍 の 窒 素 を加 へ るか 容器 を充贋 す る と生威 拘
中 の ブ タ ンの割 合 を櫓 迦 ナ る,1000で.200耗の 永索
を加5て 水銀 の共 噛 線 を照 射 す る と メタ ンが28%も
一 卸1來乙.冫}子歌,k縛重と`ま餓 り.夛疋匯 せ ぬ 、
以.ヒよ り2500A附近 の光 の照 射 の も とで 金 鳩 ア ル
キ ルは次 の如 く初 期 反 癌 をナ る・
'R
2M十渺 胃R十RM乂 はR十R十M
次 で 生 じたRは 次 の 如 き浬 鎮 反 蹴 をす る.
C;口5十〔q1【五みM=C導11,ゆ十qH陽 十M
.XはC曾11萄 十C21耳4十C豊H5十M
皿 しブ タ ンの 生 成 は エ チ ル培 の 二 分 子 精合 或 は器
壁 に於 け う三 分 子 街突 か ら も生 ヂ う・
エ タン及 び 呂 チ レンの 生成 はXを 金 屬 分 子 とす
る とC2旺5十(C2iI5)1、X=C≡111ト十 gll.鵬十くC望1{5)れ_IX
の如 く匙 行 す る.反 應 の活Hi化二 卞 ルギ ーの 差.より
生成 衝 の飢 成 に 墾化 を生 ず る・
ブ チ レ ン及 び水 素 は 少 殻lkじる.こ の 生成 機構 は
亜鉛 の 場 合 そ め 表 面`二於 て2q旺 鍔c、H、+Ir,の如
く反 黙 して 馳鈴 は水 素 原子 の 蒔結 合 を促蓮 す る.水
銀 ア ル キ ルの場 合 は表 面 に 水素 原子 が そ の ま ㌧存;在
し得 るか ら 二れ・とエ チル基 茂ぴ エチ レ ンオ{反曜 して'
4C二II5昌2し』1.覧÷C4【6の無 く遘行 す る・
160⇒附 近 に於 て分 子 駿 水素 は エチ ル 基 とは 阪 廱 し
な いが 肪1子駿 だ と容 易 に2〔≧II馬十H置 」C【醸 の 如 く反
厳 ナ.る,エ チル 基 と水 素 の反 躑 まL`;o。附 近 に て舞
▽れ,反 應 は 蟻U5十1.1窪=C2【【6十IIと蓮 行 して ヂ イ.エ
チ ル7樗艮の撈 合 の反 應遮 度 の紛 加 は 次の 逹 織 騰購 に
1よ る・ 皀Pち ほ十E書¢H9=qll6十c望II謁十【【9と な る・
亜 鉛 の娉 合 は1【÷1.1→Hヨな る 反 曄 を.瓶船 が 促進 ナ
るか ら上の 反 覗匡は見 ら恥ぬ.
ILA.T組ylor及びBurtonはrl由基 と水 累 の反 睚
を三 蜥 突 と して原 子 聡水 素 の 作 窪 を.否建 して ゐ る・
Sml霍h及び 丁講yl6rにょ る媛 化水 素 と メテ ル基 の 反
囈 の 場 合の 活 性 化 エ ネ ルギ ー は 呂ナ ル 基 の場 合 に も
大 懺 ㍍效 で あ るが 反 眦i瓢ン トロピ ーは エ チ ル基 あ 方
が 小 で あ る.一 綾 に 反 感 の能 力 は メチ ル に 比 して 大
して 劣 らぬ.'(石 川)
}
54.メ チ ルエ チ ル ケ ト冫の光 分 解
wJ・Mmre&ILs・Tay皇or,∫(珈〃・
劭り監,8,46鴎～7(1940〕.
40耗Ilg蹤の ケ トンに 石英 商齪 承 銀 弧燈 の 光 を フ
ィル ター な しに 直接 に烈 射 し,約40%を 分 解 させ 畿
伐 絢 を分 析 す る・ そ の軸 果は 表 の慂 り
MeE【c∩の 光 分解 生 成仂 の奏【成 『广ゴ分 率.
温慶%[・ ・ 110 155 200
【1。 0.4 0,1 0.3 0.〔,膠
Cf} 47.5 49.O 47.O 49.5
C【1毛 3.4 生4 9.o 】S.0
q旺4 りo一 鹽8 0.5 L7 3.0
じ 且1,.鹽 皇1.5 13.0 14.5 12.5
(もH匠 互9.皇 29.0 躪8.〔5 塾1.0
cJI融o 132 亅翫0 9.【b 7.1,
.
c過恥 Lむ 一 0,0 『
ト
極 βモ浬 で は ダ イ ケ トンが 少最 出來 る.黄 色の 油 茂
びそ の 興型 的 な匂 か らそ の 生成 が 側 る.比 較 的 高 温
ぞーiまグ イ"凾1・ンの{』扇～は 見 られ.ぬ・ 登 渚1度範 園rニム匚
つて あ る重 合 瞭 が 田 來 る こ とが 明瞭 ぐあ る。 一790
ぐ揮 獲 弼…生成 物 を俳 出 した後 に.酸化 メジチ ルに 但 た
香 を もつ もの が 存在 す るが これ が 何eあ るかは 少 蹟
の偶 に決 寔 出來 な い ・
優 温 で は ニ ダ ン,ブ タ ンよ リプ ロパ ンの 方 力{多い.
2〔10。で は メタ ン,エ タン の 生虞 が 一・番電 要 に な る.
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1・
生 じた 自.山幕 が 上の 如 く継 過 を とる・ 畢 な る衒 突
數 のみ を考 へ る とla31b;lc=Loo・1澱=o・s3とな.
るが 三ヒ成 玳 ⑳ 比 は,エ タ ン遼プ ロパ ン;ブ タ ン=1・OO=
1.54【100とな る.ζ の差 異 は 「1由基 の街 爽 に よつ て
生 ず る準 分子 の 生命 反ぴ そゆ 反 慮(1)に於 け る活 匝
の エ ン トロピ ー を考慮 に.人1.しると詑1列が つ く.
比 較的 高澹 で は 副 反盥(2)が 重 要1こなつ て その 動
丿丿學 ク乏気乙漸tn智な 設 明iま「41苒匡 ぐあ るオξ・ 他 の炭f匕丿}【素
のf隠りに メタ ン.エ タ.シが 臓來 る こ とが剣 る.
メタ ン直 ア 七 トン よ りも エ チル メチ ル ケ トンか ら
の方 が111来易い 二掴 ま 一C盟H為基 がC顕 → に庭 ずう
のli-c且.13がc喚に墾 ず る よ りも容 易で あ るか ら
ごあ る.乂 メチ ル基 は エチ ル基 よ り もア 七テ レン}兵
合 に效 果的 ごあ る こ とが 判 る・
Cほ諏cOCgil、の如 き ものか ら岐 素 を含 む貳 合 娘 の
'k成す る こ とは少 験 の エ チ レ ン 生 成 を;髭明 し1乂 こ
の ものの 卩1來る可 能 卜『…iよ調…痢琶産性 光 分解 三k成.陶のキ与
有 の 匂か ら も想 像 餌 來 る.'(イf川)
55.^モ グ ロビ 冫を含 む ボ ル フ イ リ 冫






庇絽 よ直接賢證 訓 した事は無 く,乂反磁桂拘質も輔
移能.を有 し(此の時は煮而磁性或}実H3の活口≡化),
活 性 化 熱 は ほ三の7ア ン デル ワ ール の吸 蔚熱 か ら起 因
した ものCあ る と緋 論 したが ・雫 賞験 に よ るとhemin
の 値 か ら必 ず し も左樣 で無 い 皇ドが 示 さ電した,ヘ ミン
は 一800Cか ら旦800C迄轉 移反 塁 は温 変 に 無闘 係 で ・
.臼つ1秘 十1}2の交換 は 起 らな かつ た..no島hr肥侮ヒr.鬢;
の 読 で は韓 移 は 各 分子 が吸 着 暦 に と どま る問 に 起 り,
轉 移 迎 度 は屬 髄 脚 齢 い ・と假 定 して ゐ るが,本
r峨 の瓶 算 に よ る と趾 清 翹 度F1速度 決 定殿 階 で 嘸
い事 が 解 リ,oo】応i〔漁yio】dが氣 剃}識素 のそ れに 大
鐙 無 似で あ るので,hem…nの場 介 は實 際 の活 臣化 熱
.は吸 着 層 に 於 い て 必要 と しr.偶然大 きさが吸 着 熱 に
等 し(な つ た もの と 著 者 は鈷 論 して ゐ る.此 の ヱ ナ
ジ ーは 【も 分 子 を署 通 の鯨 移 確}ドの厳 氣II馴心に 十 分 .
近 接 せ しめ る霧 め に 必 要 と す る と考 へ らオレる・同 樣
の 活 性 化は 常 磁 霞…イ 才 ンに よ る1」ydrari血n㏄IIを通.
つ で の轉 移 に も期 待 さオしる筈 で あ ると,helninと
h巳111"山黜 の構 造 が翼}だ類 倣 して ゐ るので,侮 故 に か
か る差 が現 れ たか を見 る事 は困 購 で あ るがp調 製 法
の 差 か も嫌れ ない ・ 好 者 ば 更 に ヘ モグ ・.ピン,ヘ ミ
ン.ヘ マ チ ン の瀞 液 で 勢 移 反 磁 を檢 したが ㌦此 亭は
蒼鮮 な物 よ り腐敗 ナ る と韓 移癌 度が 尉 大 す る力言..速
度 恒 數 の比 較 か らヘ マ チ ンの昜 合,立 騰 因 子の 影 憐
は 語 め ら1レず,乂 温 凌 保 鍛 に就 い てば 未 だ 論議 す る
膿 迄.疋曜 に 鋤 測 さ払 て な い』.(仲 川)
勸 蹤 勅 貴瓢 よる櫓物 討轟 ヤ論に購 榔[
勸 鰹 ある渚 者は.1・勸 瓣 陀のない 【【・噸 巨 蜥1贓 審鴈 舗 峨 一の瀚 一魏 の1蜍に
性fヒワ}無し、helbb2勲⊃PDrphアrin(,霙二砥}生),亀爬n、再in.監常
磁 擱…),1しen」in(常薩注樺…)1P聖聰th臥薑㏄yani駒e(密磁 回三:,,
飼p1Lthalocyanincに就 し・て此 れ を桧 しな ・
此 絹 こよ る.と,室楓 以 下の 低 温 に於 い て 常 礁 挫物
質 は 韓 移 を起 すが,反 磁 性 は明 か に 起 らず,常,反
丿さに1【2+D2の 交 拠 底 慮 は 起 らな かつ た.從 つて 此
の 韓 移 は確 かに磁 氣 韓 移 ぐあ る事 が 解 る が,褞 度 侮
.數は ヘ マテ ン と銅 フ タ ロ シ ア 昌ンで は,從 來 の實 験
の 木 轟Ni臣C眺 ドiLCI,に於 け ると 同棣 負 ぐあ つて.
見 か け の活 陸化 熱 は 夫 々 一1300と一2:100c講ト 鹵Cあ
つ た.
群・レnhゆe価cr,Fark邸&Rumm巳1仁ヒ木 炭2)吸唐1計に
於 け ろ韓 移 の醜 の 活 険 化熱 は 空 で あ つ て,見 かけ の
56・不 均 一 反 應 の霾 對 逮 度〔H)電極 反雁
G.E.Kilnba11,ノ.α.'加・ノ易.「∫・18,
亅99～204(L940).
電 極 反 窿 とは金 境 と沸 液 問 に起 る反慮,例 へば 電
よ る置換,金 規 の腐 蝕 等 ≠ぺ て 金 圃 炎耐 に於 け る イ
舜 ンの 生 成 乂 は放 電 の 過 程 を有ナ る.一 般 に 電趣 表
面 よ り金 麗 凍 子 が 去 る際 に 健 次の 三 つ の縛 を通 る・
(i)金臈.長面(眼 齎厘 子 の 官無 に拘 らず}② 服 齎.イ才
ン暦(助 イオ ン濃 度 が 徐 々に愛 化 して ゐ る所 謂賊 散
暦.從 つ てそ の 速 度 ぱ吸 許層 で の イ オ ン生成 癌度 と
そ の イ オ ン7}撲散 魁1ドの 移 動 速 度 とのこ つ の項1こよ
リ峰 定 戯 しる・ 曹 通 の 不均 一反 鰹 と8{魍點 は吸 蔚 イ
才ン膊 の蹠 向り影 響 で あ る.こ の 電 氣 的 二 重 楢1力笥E
械 と溶 液 問 に ボ テ ン シ'1.ル差 を與 へ る ので あ 叭 こ
の 潔 テ ン シヤ ル藻 と共 に 放 電 遜 稚の 活 陸化 工 詐ルギ
ーが愛 化 す る.
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(茲に,v。・嚇 原 ・個 馬 錨 康r訂驪 の ボ テ ン シ‡
ル,v。 、活 靴 臟 の ボ テ ン シヤ ル ・v・・嚇 イ才.
ン歇 態 の ボ テ 〃 ヤ ル,〔A〕 ・蜻 原 子の 活 動 度 ・
〔へ+〕。甲 吸 黼 に於 け る 付 ン爾 西鍍 ・ε;付
。め荷 電.)こ オ.は活 性化 の揚 合 で あ ゐが・ 一 椒 散
層 を通 る 付 ン移動 澱 はN・m・ 【説 「こよ り
甼{〔A・〕・・.一〔A・〕}
㈹.,D溜 灘 臨.岡 轍 層の,'遮 〔A+〕・湿




とな る,4・衡 耀 に て(り ② を等 しと して 〔A+〕曲 ・
が1重1せ.る.今・慚 班雁 の 町 ン シヤル をV・ け{L
ば,陽 付 ンの壕 合 に てv・ 》v魂 る と き徽 ②
が 離 支 配 鈎 しVI・《v・訟 る と き撒 化(り が
連 厳 配 をな す.陰 イ オ ・に際 して ぱ 蓮'魴 る ・ し
か し一ご注;竄す べ きは前 者 の場 合・,二VBとVド との ボ
テ 〃 ヤ ル比 は 逑 度 類 己に 無 關 係 で あ る・
次 に 酬 穂 慶 の影 獅 あ るが ・ こオ・は 三阯 して桜
麗 の 職 ・魂 化 に よう・ 今 攪擒 度 を σ と瓢 ば
1巴3KIKgσ1〔K1十K2σ)
が得 らオしる.(K1,K2は6に 無 鶚 係)帥 ち・ 『 般 の
攪 拌 式1昌Kσhが 吸 着 のFreLし"【Uich式とす オしば,二
1しはLa喀mし潅 式1.こ相 償 す る・ 、
更 に種 々の 場 合帰こ就.き(り(2)式を解.く…拝に よ リ次
の如 き黼 鵡 らオ・た.先 づ崩^がi耀 してA÷
イ オ ン とな り同時 にB← イ才 ンが 救 電 して 第 二の 金
腸Bを!ヒ 戌 す る嚇 合は 主 と して 矧 散 が 遖 度 女配 に
.て,.繭.餉 の灘 姻 一 で あ る・ 鵜 ・.の脚
原子の済解が趨る場倉には巨Pち金爵Aの 腐触の場合
は尹確 が締 曜 い 廻に瀞}御 こB+付 ンと共
に陰イオンC一 がイ確.する時は甚だ複鞭 な鰰 ζ,
要 するに釧 の洛繃 度は鋼 付 ・の濃度 〔A〕從
.つて電極 と.溶液間のボテンシヤ'・差の みによるもの
でな く,瀞測 吻 総ての付 ン濃啣 こ關係すると云
ふ鑵果が儡られろ,(水 渡)
57.7工 ニ ル1.リプ ロゼ ルポ タ シウム の存 在
に 於 け る ブ タヂ エ ン!,躓合 の動 力學
0畠Mrmlontnva.A.Al瓶io&S.M6【hぢed畔w,Acta
〃 四～ro,ん正加.猷!L'.s.L9.,12,26と,冖92(【940)・
著者 等 は曩 に金 屬Naの 仔 在 に:於け る ブ タヂ ヱ ン
(B)痕合 の動 丿」學 に つ い て 研究 し1重 合 はC-Na纏
合 へ の單.分子 の紡 合 に よ り起 る郭 を示 した が,本 研
究 に於 ては 既 にc-K鞘 合 をイけ る1・1・。・y】・i刈…w皇
1・…,・■・i・…(?)を 獄 と して=一 テ嚇 渕'に て 船
せ し め た・實 験 はPの エ ーテ ルi拝纏1こ,Bの 蒸 氣
ethXせ しめ たn¥ののirrftiftt・エ ー テ 列'へ のB
の 渚 解度 よ り,そ の重 杏 測鹿 を求 め た ・
1・の濃 度 と重 合 速 度 との 關 係は3緲}に 分 け て:v
_ら オ。る,1もの澱 の・1・tsると き・ 翹 度 雌 度 の1
采 よ 幅 当に粉 レ 灘 が大 と加 ・ば 飆 膿 度 に
比例 して嚇 大 す る樣 に な るが;澄 度 が 夏に 大 に な る
と1乗 よ1).も小 に變 化す る・ 精 局濃 慶 一速 度 曲線 はS
字 型 とな る.反 應 膏 中 の 炎面 縦 を約2倍 に した端 合1
逕 靈 との濃 疲 とBの 鯏 係 は殆 ど直纏 的 に な っ た.を
9t合Jteのll・一 部iよ表 面encつ て1:一る と考 へ らtしる
が,灘 匠と.姻 の 大 き さに は5i際の 比 例zzveはzaめ
らオレな か つ た.
5。一.L・r]・F:/於て 温 啣 こよ るrLregigEの壑 化 をsuぺ
た鈷 渠,見 掛 の活 憾i化熱7画kca1をi!'1た、
ロ
Bが 反 矇管 に 人 る とit〔`ζ損 紅 色のPの 色がif∫え 、
るが,反 歴 が 経 りBが 溜 夫す る と再び現 れ る事 ・ 及
び 眺 が 槻 磯 〔f・'1・r・・lvcible)なる.4`より・Pは
醐媒 と してBと 納 合 ナ るが,距 介 に影 容 を興へ る探
な 他の杓 質 に は覺 化 しな い 事 が判 る.
以 」ちの・隙 上 販 鯲 鹸 して 次 の蝓 ものが 可
maであ る.先 づnUtJ.こ吸 膚 さオ・たPとBと の 購 に
よつ て器 堕 に活 陰 肝 が 出 來 る・ 飆 の 生長 は 此 の
活Fl…分 子 とBと の 反 感 と して液 相 巾 で 趨 る.迚 鎮 分
裂 に よ つ て啾 はi牲 ナ るが,此 の迯 段 に は 蟐 せ
るB分 子 と活 陀 分子 との反 画 の際 に 起 る場 合 と,液
榊llで一 分 子的 に 起 る場 合 とが 可龍 で あfD・
ヵ、、る機 構 に 上つ て 反 慰逑 度 式 を計算 して次 式 を
得 る・.
… 編, .』
、 .は重 合 繊,σ1はBのzame,"1'・z'・'iま'黴


















58・含 金馴 媒 の活 性 化 熱 に對 す る規 則
一 不規 則 酉旺列 現 象 の 影響
A.Sclしnoi【聖cr,名磁`〃orオ'〃',,45,7讐ア
～3馳(193監り る46,=;嘘1～6(1940)・
靆 にRie戚cker姉はAu-Cu系 合 金 及 びCu-PU
系 含金 に就 き憂 鄭 合 金 岡 媒 の 蟻 舷 分解 に勤 す る活性
化 熱 が是 等 合 金胸 媒 の 規 則一 不規 賦呀舩 態 に よ り如 阿
に影 留Eされ る か を 見た 鬘匙、 一一般 に 規 則歌 態 に あ る も
の の 方 が小 さい活 性 化 熱 を興 へ る事 を認 め た.著 者
は 斯 か る研 究 に 鵜.戟さ扎 て,是 等 合 金 の規 則 一不 縄
期 愛 化 のll匹間 の映 匹 に就 き同 樣 な 研 究 を行 ふ 事 を企 .
て た.
賞 驗1∫法 と しては,最 初試 料 を水素llコでSOOOC.以
Lに加 熱 して完 全 な 不規IIII歌態 と した縫,之 を水 巾
に 急 冷 した もの を觸 嬢 と し,そ の竣 酸 分 解蔓【COO匡
一・C`)2十llg)の遖 暖 を1δ0～1SO。Cの間で 測 定 し,そ
の温 度 係 鼓 か ら活 性化 熱 を求 め る,次 に 觸 媒 を20D。
C以 上 の種 々'の毘 度,二躍脚 隅}乃 至 畤 ㎎宛 鈍 して
各 囘 毎 に 」=記の如 く150州1SO。【:に於 て活 性 化 熱 を
測 定 ナ る・ それ.と「・1[昼浄iこ↑唾【巴5弱亀硫のx線 圃 を月匠りそ
の 規 闘II性を調 査 す ろ,
此 の 椴 に して得 た耕 果 の 中AuCuの 緋 果 を第_岡.
に,AuCu3の皴 果 を第二;鬪に 示 した.此 の 二.つを對
照 して み ると全 く相 反 す る 性 費 を示.して ゐ る・ 卿 ち
AuCuに於 て は焼 鈍 温 度 が2δoo〔:邊1二な る と急激 に
活 性化 熱 が.ヒ跡 し,X線 で調 べ る と此 の 時 皀蜜に 噌 部
親 則格 子¢}生成 が娼 め られ る.340月37駅Cに於 ては.
活性 化 熱が 乂 低下 す るが,『亅'度此 の 潰 度 範 剛 で は殆
,





















ど完 全 な 規 則 爿聚態 が 仔 控 して ゐ る事 がX繚 的 に 認 め
られ る.燒 鈍 温 疫 が ニオレよ り.1=・跡す る とll∫び 不規 則
謂κ態へ の轄 移 オ{始霊 リ,之 と丿辱`二『1雪們…fヒ熱 も勇;..1二Fト
す る.然 し415。C以ヒで は 殆 ど完 全 な 不規 則 舩 瓔 と
な り,活 性 化 熱 も最 初 の 不規 則 映態 の 値に戻 る,一
夏∫第 二 圓 のAuC【13に寄,つて は,窺 則 聴態 の 活性 化
熱 が 不 規 則 の場 合 よll低い勁 で は ト・1じ傾 向 を示 ナが,
その 前 後 の規 則 一 イこ規 則 のII■瑚 謄塵 で はAuCuの 場
合 と反到 塵二活 性{匕蕪 オτ逆 に低.Fする・一欠'こCu3P`1及
CuPdに麓 て 調 べ て み る と耽 の場 合 も大儡AuC賑 と
同康 な變 化 を示 す,從 つ て 魁 則 一不 焼 則變 化 のq暉間
験態 で は活 性 化 熱 がρUFし,嶋 媒 活性 が 大 とな るの
が ・一般 的 傾 向で あ つ て,A凹Q乙 の携 合 は例 外的 な も
の と見 做 す べ きで あ ら う・ 伺敞AuCUだ け 斯か る異
なつ た性 質 を示 す か は 今 の 露 充分 明 らかで ない が,
帶 磁 串 に 對 す る麗 期 一 不娩 期 配 列 の影 響 が美 張 りAしI
CUの 場 合 だ け異 な つ た 方 向に現 れ る 那 と併せ 営 へ
る と,そ こに 阿 か 焦通 の療 閃 が 仔 益;す5搬,.こ悪 はれ
る.(外 山)




イ『機 軍 合 智墅「.二永 久1Gl訴オ{蝦1汝す る場 イ》「二1ヱFickグ丿
法 期 が 醗 嵌 る 事 は 既 に 卸 ら れ て ゐ ろ・ 」・'ickの式


































に於 い て,ρ 二Z掃 岬 で あつ て."は 活性 化 熱,恥卩 ●
は温 度 に 無 闘 樺 ノ》因干 を撮 は して ゐ る.逶過 恒 薮(戸)




「 「7・'にてニノξは され る・ 茲 にP`ノ セ な る 駟 係 式 に て
表 け さ釦 る2国ま上 肥 と同 膣 で あ る・
賀 験 は ペ イ ク ラ イ ト,ヱ ボ ナ イ ト,市 リエチ レ ン,
セ ・フ ア ンに 就 い て行i劃 した・・
透 遏 恆 敬






H向一 ペ イ ク ラ イ ト
N.一ペ イ クヲ イ ト
ile一エ ボ ナ イ ト
lL一 二8}ζナ イ ト
X含一 ヱ ボ ナ イ ト ・
.1π聽.一曜 リエ ナ レ ンi
I
I

















































































































H2一 ぺ.イ ク ラ イ ト
匪1・一 工;鴛 ナ イ ト
II6一ポ リ ェ チ レ ン
iL一 』Tri三」c鱈ド
1{o一セ ル ロ イ ド
1.12一再'正三セ ル ロ イ ド
iL一 昌 卜 卩 七 ル ロ 冖 ズ
Ile一エ ボ ナ イ ト
Iie一群 リ エ チ レ ン
Ile一セ ロ ツ ア ン












第 二 表 よIl温慶 係殴 が 比 較的 小 で あ る群 が解 る.
Nt一〔ξイ ク ラ イ ト系 のi温正僅保藪 壷よ 匚lt一"'イク ラ
イ ト系 の 其 に比 較 して約2倍 で あ る.之 は 分子 の大 き
さに よ る破 散 の相 迩 に 起 圃 す る もの で あ ら う.瓦 斯
一 ボ リエチ レン系 の 透 過 価 數 と温 度 俸 鼓(節 一 二
表)は,瓦)听一n系 の 其 笛 に略 々等 しU・.故に ボ リ
ヱ チ レンは擬 散 に對 して 考 へ る と ゴムに 近 い もの と
考 へ られ る.
繊 度の 割 合
セ 彫 ロ イ ド,ク ロ ロプ レ ン,x・Ptナ イ ト1茂 び ペ
イ ク ラ イ ト.の釜£温 」二於 け る 水 素 透 遇 仭…の 割 合 は
1.1;:2:0,:':O,to・
コ
に なつ て ゐ る・然 しなが ら温 度係 跂は 皆略 々熔 しい・
ベ イ クラ イ ト及び=」ポ ナ イ トv丿フk素,竃謁重,ヘ リ.
ウ ムの 透 過 速慶 の割 介 は,'
●ペ イ ク ライ トll
:lN2=1.U;0,1(竃温)
エボ ナイ ト ・1【e;H2;N:=1.O:O,:ltO,Ofi(6〒OC)
で あ る..比率 がilgNt,IleにPXv・て非常 に 相 違 し
て ゐ る癖 貴 は械 散 が 活性 化 掘 妝 の 特 性 を現 は して ゐ
る事 を示 す もの で あ る・.乂=altナィ1・や ペ イ ク ラィ
トは 混 合 瓦斯 の 分 離 に 對'ナる有 力な る 陥 膜 で あ る那











●霹漁 籌景'1塾碗 歌 ・::ジ』.『 然 一、.一








の 混 合 瓦 斯で は 迸遒 速 度 が100倍 も塒 な るか ら之 は
擯 肢 分躍i膜と して 右 力で あ る と考 へ られ る.
(川北)
60.昌 ッ ヶルに よ る水 素 の 物 理的 韮 に
'活 性 化 吸 着 の 熱 量 的研 究
A.Eu改enu.W,Hu恥mam.Z・'勾轍 ・
α}劭'・〔8〕,44。・16騨～S4(【939)・
ニ ツゲ ルに ょ る水 素 の活 性 化 吸 蔚 及 胤nderW【」"i5
吸 蔚 をL脱 漕 法並 に2三 無 跫 計 に よ り20。,9じ。,'
]95。及273。Kに於 て 測 定 しF廴 吸 蔚 及脱 籏 に 於 け
δ.化學 的 吸 蔚熟 と活 窪 化 熟 との剛 保 を宛 め,2.金 働
炎 面 に於 け.るVan伽r.Waホ吸 蔚 の吸 着 熱 の 大 さ を
測1岸1・ 無 温 に 於 て も嘶 和 ・吸 鵜 嘸 間 の移 行 が 存
在 ナ るや 否 や を蓮 究 した.
mndcrWaa』吸 蔚 と活 挫.化吸 荊 との 關 係 は 箪 一














H活 性 化 吸 府
、、「1サahder、Vaa』 吸 丿畜糞鸚
WH活 性 化 吸 膚 熱.
卜:A活 性 イヒヱ ネ 儿・ギ ー
E」,脱 活 工 †Lルギ ー
圏 の ボ テ ン シヤ ル 曲練 に よつ て 示 され る.熱lll:計に
ょ る微 分吸 着熱 渕 定 の轄 果,吸 着 温 慶 に ょ むmrldeτ'
Wa汎15吸蔚 と活 性化吸 蔚 とが 明 瞭 に 匪 別 され た.帥
ち低 温(200K)に於 てvanderW3こ』 吸着 熟(W!)
は 準均SOO面ハ観 を興へ,90。K以Lに 於 てぱ'ド均
15、00P面1Mdの瀁 性化 吸 首 熱(WII)を示 し,雨 者
共 吸 齎 敢 の場 大 と共に 吸 着 熱 は 著 し 《渋 少 した.
活 陀化 吸 蔚 に 關 して,吸 培 温 魔 か ら 俳 氣 しつ 、徐
々に温 慶 を上 げ て 麗 前 速 度 を調 定 し,次 式 に よつ て
股 活 エ ネ ル ギ ーEDを 計 算 した.
1}芋一、森(・ ド 恥1'1し「+ボD'1`『÷……〕
(dmldTは温 蛮10.1=垂トに よ る脱 オ}.取,dTみiU.よ
温度L昇 蓮 度,町 は 脱f鳶エ ネル ギ 阿EDiを 孑芋つ躍昨




















脆 活 エ ネル ギ ー(Eの と.吸蓿 熱(WIゆとの分 布.
(水㈱ は そ の温 慶 に於 て吸 着 し得 る範閘 を示 す)
そ の 結 果 第 二 躅の 如 く比 較的 明瞭 に鍵 瑚 され る二
輙 類 の 活性 中心 が認 め もれ た.そ の一 つ は腕 活 ニ ネ
ル ギ 「ー9～1ΩKcal1Moiを持 ち奇爽 面 の 約14%を,他
は18肉22Kc踐VMo1であ つ て全 表 面 の約70%を 占 め
て ゐ る.こ れ に 對 しそ の 吸 着 熱 は4～2LKα岬Molに
わ た る略 直線 の帶 歌 分 布 をな して ゐ る.雨 者 の 間瀦
は 帥 ち漬 性 化 工 冬 ルギ ーEAで あ つ て,吸 着温 度 に
よ る吸 首歌 態 の墾 化 を よ く.説明 し得 る.例 へ ば1950
Kに 於 て,越 え 爆 る活 性化 エ ネルギLの 大 さの鳩 所
で だ け活 性化 吸 着 がffi凝し,從 つ て 二種 頬 の吸 若 歌
態 の 存 在 が定 性 的 並 に 定 鍛的 正こ説 明 され る.一
優 温 に於 け る 槻nderWaa』吸 齎 か ら活 性化 吸 着
へ の 移行 即 ち トン ネル效 果 は認 め られ な がつ た.
(佐藤)
6L高 分 子 物 質 オル ガ 丿ゾ 轟の 安璋 度
踊・LErbri口9・陥 加齢 菰 ・906聾57卿掣3呂(.1財0)・
高 分子 鴇 質 が 有機 溶 剤に 潯 解 す る際,溶 質 に劃.ナ.
る淋 媒 の 作 用 を・化 墨 的 な觀點 か らの みで な く,物 .
理 的 特 に 透 竃 頼 数双 趣 子能 率 等 の 如 き燈奄 的 な性 質
か ら'考察 す る こ とは,溶 解 現 象 を立 入つ て 觀 察 ナ る
に 役 立 づ こ と と思 はオレる ・か 」る 見地 か らな され た
のカ{、Vo・051wald及びILOr【且{D飢11.Erbrin藍友
びK.Wen旨16p(本誌15,抄 録10)並 にW.Mo11,
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zo]溶液,Benzy】TelluloseのA電hyl蹠e重at溶液 に 同 屬
列 ア ル7一 ルtsを 添 加 ナ る時thrる 濁Dを 光Ga池 を
附 け た 比 濁 計 に よ つ て 鯉 渕 し た ・ ア ル コ ー ル頚 の 凝
鱗 力 を 同 一 毘 度 の 濁 り を 」ヒず るに 必 要 な 各 ア ル コ ー
ル の 鼠 で 比 較 ナ る とPolyyifi}'lchlorirl,Pol)'isobnt)'len,
Kautbclitik,P・jy旨【ym且の 場 含 は,ア ル コ ー ル の 分 子
ttの槽Jntと共 に 凝 結 力 は 減 少 し,Pol)'inetliacrylttbu-
remethylestcrAv.etylxellolnse.の嶋 合 は 丁 慶 逆 に な り,
B磁yl・ ・1]・laseの椙{獣1-le・}'1・tlk・・1・・1に 於 て 最il・
ピ










































第 一 幗 乙.一.
Polyi50bu宜yl。n
とに 就 ては 上 認の 光 學 的 方 法 と同 一 の條 件 の 下に 凝
結 現 象 を砧度 的 に 迴 跡 して も何等 特 異性 は 見出 され
な かつ た.
高分 子磁 オ ル ガ ノゾル に添 加 さ尋Lた.アル コ卩ル
類 の 凝 儲 能 と炭 素 教 との 間 に は 簡 單 な鬪 保 が澀 め ら
れ ア ル コー ル の透 電 恒 殿 の逆 敏 と ア ル コー ルの モル
數 の 蓮 数 で 表 は した 凝 紬能 とは,例 外ば 第 一 隅 の 如
く直線 的 に 示 され 凝 紬 作 厨 はil㍗i分子物 質に 吸 蔚 され
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